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條
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独
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精

神

，
が

其

.の

自

已

理

解

ね

到

達

し

、

其

存

在

與

囱

己
 

發

展

の

益

々

ょ

ポ

高

き

段

階

に

到

達

ず

力

姿

に

外

な

ら

ぬ

，

」

の

で

.あ

る

C
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(

1

1

Aニ)

ヴ
少
.サ
ア
;V
、
、
J フ
イ
ヒ
テ
'

^

ニ
难 

L
.
O

.•i
I

ァ

,
は
轉
じ
て
.

「

膝
史
は
自
由
へ
の
人
®

ゆ
發
鹿
を
承
し
"
.£.
1

.

つ
實
現
す
る
.

」

？
い
ふ
フ
イ
ヒ
テ
の
滕
史
M

&

 

に
：言

及

し

、
K

に
.
進
ん
，で
、
フ.
イ
ヒ
，‘テ
に
據
て
"

獨
逸
國
民
精
柳
の
世
界
史
上
に
於
け
^

意
義
ミ
使
命
ど
を
論
す
る
0 

フ
イ
セ
_
グ
に
據
れ
ば
、
‘
獨
逸
國
民
は
啻
に
他
め
爐
：说
€

同
じ
ぐ
>
 

神
の
诋
界
&

劃
の
#

煺

上

..に

於

け

る

一

必

要

 々

寒

た̂

に
'
铽
北
ま
ら
す
し
.
.て
、
將
來
の
帝
_

秦
脱
ぜ
る
自
由
.
の
帝
國
が
#

上
に
建
設
せ
ら
る
べ
き
，
槪
念
を
紐 

當
.寒

者

で
▲

る
。
フ’
イ
ヒ
テ
，
は

請

ふ
o

r
猶
逸
國
将
の
統
ズ
槪
念
は
朱
だ
全
然
现
實
の
.
も
-
の
.

ビ
な
つ
て
は
居
ら
ぬ
o
. 

a

は
：.將
來
の
へ
一「

般
的
麗

1

' ^

あ
.
る
。：併
し
*

は
何
等
の
#

殊
の
l i
l

民
的
特
色
を
行
は
し
め
す
し
て
自
出
の
公
民
を
實 

现
t

る
で
あ
ら
ぅ
.0「

|

.

0
帝
國
_統
-

の
®

®

、
‘〖

個

の

內

的

に

有

機

的
(:
全

然

融

合

せ

ら

れ

た

國

家

の

耍

請

を

现 

一f

名
爲
め
(^

獨
逸
人
は
.
.召
さ
れ
で
@

り
>

:

其
爲
め
に
.永
遠
の
世
界
計
劃
中
-(
:

存
祁
す
る
.の
.で
あ
る
し
ハ
而
し
て
所
謂 

「

法
の
命
國
：

§ 

(
R
e
i
c
h

 

d
es ;

^

 

人
.問
.の
多
數
を
.
.奴
隸V

J

す

今

^
ビ
な
ぐ
し
.て
、 

「

荷
も
人
|!
3
:
.
:
の
顔
を
具
べ
た
有
|

者
0
:平
等
の
.上
.
.に
築
か
れ
.た
自
出」

の
實
现
ぜ
ら
る
、
所

で

あ

る

o

 .

而

し

て'「

紐 

な
儀
千
年
來
此
の
’
大
目
的
办
爲
め
に
存
在
し
、而
し
て
此
に
.向
つ
て
徐
々
，に
成
熟
し
：つ
V

あ
る
獨
逸
人
に
依
て
の
み」

 

并
笥
は
ハ
ぞ
は
.チ
る
こ
.！5
し
.て
，；雞
^

第
.

4
着
導
«「

意
.識

を

以

：て

自
6

自

己
.を
'
造
'
る」

.こ

.？

で

あ

V

る
'o
_ 

'

’

ラ
ッ
少
ァ
：グ
ば
7.

イ
ヒ
テ
の
言
を
說
明
擻
衍
•
し
た
後
、
其
.
講
演
を
結
ん
で
い
ふ
。
フ
イ
ヒ
テ
は
言
つ
た
0,
一
時
代 

に
於
ズ
哲
學
た
る
.
も
の
は
、':
次
の
時
代
に
於
け
：る
宗
：敎
で
，あ
■
る
を
。「
ノ
ヰ
ヒ
ス
の
.死
後
ま
だ
* :

十
年
に
も
な
つ
て
®

 

ら
？
：

0
.
.而
4

て
彼
れ
が
常
時
.外
界
の
..理
解 

.」
v
j

な
し
に
、
其
思
素
の
>

哲
，學
的
狐
獨
の
十
に
獨
ダ
l-
f
 

^

言
つ
た
>

.

彼
.
.の
哲
學
的
な
る
.

『

® c

識
を
以
て
®

己
を
.
造
：る』

は
、
脒
に
宗
敎
ビ
な
.
つ
て
、
今
日
：1

.俗
に
し
て
獨
斷
的
な 

::
^

肩
*

:M
. I.

-
の
名
稱5

の
：：^T

1

^

高
貴
«

:

る
顧
逸
^

:

0
胸
：^
碎
：ふ
.

_

を
霞
動
K

-て
居
く
な
メ
.
.有
燦
名
象
於
鳴
リ
っ

.
T

v

i

^

^

神
：の
«
身
を
，
獨
逸
國
家
の

:4
:
誕
を

^
げ
る
：=
に
こ
そ——

:1
1
:ハ
日
に
こ
そ
菸
々
は
ま
た
興
の
._.フ
イ
ヒ
テ
祭
を
，
彼
れ
の 

精
神
、；

J

現
實V

J

の
結
合
を
祝
す
る
で
あ
ら
う」

ラ
ッ
サ
ァ
ル
は
固
よ
b
フ
イ
ヒ
テ
の
、
力
ン
ト
の
ニ
元
論
を
止
揚
し
て
、
純
粹
思
惟
を
物
自
體
た
ら
し
め
、
思
惟
­

ぐ

」 
在
有
の1

致
の
原
理
を
定
め
た
こ
ヾ
し
を
偉
な
り
ど
す
る
も
.の
で
あ
る

が

、

併
し
彼
れ
の
此
講
演
に
於
て
最
も
熟
情 

を
以
て
說
ぐ
の
が
國
民
主
義
游
た
る
フ
イ
ヒ
ー
プ
で
あ
る
こ
ど
は
、
賺
者
の
_

し
得
.る
所
で
あ
ら
5 

0
然
ら
ば
、
ラ
ッ 

サ
ァ
，
は
フ
イ
ヒ
テ
？
共
に
國
民
主
義
者
で
あ
つ
たVJ

謂
つ
て
好
い
か
。
此
に
は
多
少
の
問
題
が
.あ
る
。V

J

い
ふ
の

は
ラ
ッ
'サ
ァ
ル
自
ら
、
欺
族
|̂
]
題
に
關
し
そ
其
著
作
中
に
#
言
す
る
所
は
必
セ
も
其
本
志
で
尨
い
ざ

い
ふ
こ
克
を
或

-.. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

. 

.

場
合
に
人
に
吿
白
し
'て
ゐ
。る
.か
.ら
：で
あ
.る
.
0
: 

:
v 

;.
. :

:■
'
:..
'
.
'本

へ
 

:
4
A3t
九
年
ラ
>

サ
ナ
ル
ぼ「

伊
太
利
戰
#

w
普
®
西
办
任
務
：̂

蓊
し
.て
其
中
で
ナ
ポ
レ
ォ
ン
三
世
M
南
方
に
於 

1C
民
族
主
義
に
基
づ
$
て
.地
_
の
修
芷
を
行
ふ
な
ら
ば
、
好
し
、
吾
：々
.も
北
方
に
於
て
同
じ
辦
を
し
よ
う
。
ナ
ポ
.レ
ォ 

ン
：：が
伊
太
利
'を
觸
立
ぜ
し
や
る
«
ら
.ば
、
：好
し
，
我
々
は
、

> 

ユ'
レ
ス
キ
ク
•
ホ
ダ’V

ユ
タ
イ
ン
を
取
ら
う
。兵
を
丁
抹 

。「

獨
逸
民
族
S
共
ね
普
@
西
の
宛
活
0
利
害
#

る
璐
戰
_
ば
：於
贫
》
獨
逸
0
民
生
：々
I

は
自
ら
會
©
爾
の( 

旗
旒
令
擔
ひ
、
之
：に
對
す
る
傅
®
ゆ
偉
大
Q
:

る
：：

一::民
_

の
心
臟
に
五
十
年
來
爾
稻
せ
る
段
族
«̂1 

能
ぐ
す
る
膨
脹
力
を
以
て
悉
ぐ
之
を
®
倒
す
る
で
あ
ら
う」

云
々
-
言̂
つ
た
。
然
る
に
彼
れ
が
マ
，
ク
ス
に
與
へ
た 

私
信
に
出
れ
ぼ
、
此
献
策
K
ゆ
別
ね
®
面
の
魂
膽
が
あ
.つ
た
ど
い
ふ
の
.で
あ
る
。
其
に
由
れ
ば
、
ラ
ッ
梦
ァ
ル
の
第
.

1, 

に
.！

nx.gvj

す
る
所
は
，.
政
：府
.を
不
人
留
.に
.騎
て
：革
命
の
爲
め
に
有
利
の
形
勢
を
造
'
&出
す
こV」

に

あ

つ

た

。
.彼
れ
は 

御
#
西
政
府
が
典
を
丁
株
it
：
出
す
こ
ビ
を
待
せ
す
、
又
希
绍
し
な
か
つ
^
。

彼

れ

.の

期

す
--
?
>所
は
、
政
府
が
ラ
,

_#;
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1
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.
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サ
’

ア
，
の
献
策
'金
容
れ
ざ
る
こ
.
ど
に
依
て
R

0

，を
失
す
る
；
ヾ

」

で
あ
つ
た
。彼
れ
が
，

「

若
; L

普
®

西
に
し
て
躊
J

し
て 

何
事
を
も
爲
さ
ダ
ら
ん
か
、
.
是
亿
.
山
て
.獨
逸
に
於
け
る
君
主
政
治
は
最
卑
國
民
的
行
業
.に
當
る
こ
ど
能
は
ざ
る
■こ

ビ 

々
、
，w
!

l

:

g明

せ

.

.
ら

れ

る

，

1.

、

」

い
つ
た
の
は
、
政
府
に
*
す
る
激
働
の
僻
で
な
く
て
、
之
を
非
雛
す
る
爲
め
の
犬
線
で 

あ

，
つ

た

？

い

ふ

®

で
あ
る
。 

：

右
の
フ
ィ
，ヒ
ー
プ
讃
美
に
も
こ
れ
^
同
じ
ズ
裏
而
に
別
に
眞
意
が
あ
つ
た
の

.で
あ
る
か
} 

o例
.
/
ば
ラ
ッ
サ
ア
ル
こ 

同

精

あ

る

マ

ル

「

ク
'

:

ス

_
主

義

者

た
■る
ベ
ル
ン
シ
：ユ
タ
ィ
ン
の
如
き
は
、
民
族
問
題
に
關
す
る
.ラ
ッ
t
ア
ル
、
マ
ル
ク
ス
間
の 

意
見
：の
距
»
を
戒
る
べ
く
小
な
ら
し
め
ん
ゼ
欲
す
る
:-
&

の
、
如
く
、
從
て
彼
れ
の
國
民
生
義
漭
ど
し
て
の
色
彩
を
餅 

か 

6 
し
め
ん
ミ
す
る
傾
が
見
喪
る(vyle 

F
o'
h
t
e
 
g
d .LassaHe n

a
t
i
l
l

 w
a
r
s
.

 A
r
d
v

B?
r Ge

s
c
h
k
h
b

 des

<
. Jahrg, 

I
4

4
-
I

.e.

こ

れ

に

反

對

な

る

も

.の
は

 

c. 

Trautwein, 

uber'-p 

L
a
s
J
H
e

 

u
n
d

 seinverbaltbis 

zur 

F
i
c
^
r
s
c
h
e
n

 
Sozialphiiosophie, 

1
9

1
3

)
0 

併

し

乍

ら

多

少

の

誇

張

^

別

ど

し

て
、
上
記
の

.フ

ィ

.'
f
c'-
K

m
が

^

ッ
^'
:T
>

の
本
志
.た
る

こ
ビ
.を

疑

ふ

5
き
理

tf
l

u
、
私
は
之
を
認
め
る
こ
ビ
を
®
领
ど 

す
る
も

0

で
あ
る
？

.

新

観

麗

纖

觀

薩

着

蒸

葉

—

^

V 

:

:ソ 

k

:

,部
：：：

1
、

奈

茛

の

都
！！

就

て
.

:ニ
、
.交
換
終
濟
上
ょ
り
见
れ
る
市
の
翁
達
ミ
通
琢
の
铤
遷
.

三
、
着

黨

班

ゴ

.

四

、
.奈
瓦

^

^

の

鸫

濟

|

眾

：

五
、
貴
族
階
級'の
寧
樂
生
活
v
m課
制
度

:
茲3

萬
葉
時
代
ヒ
味
？
太
化
改
新
ょ
り
奈
良
朝
末
期
ば
深
る
汶
古
^

度
の
新
社
會
を
建
說
使
る
、.
そ
の
«

膨
- -
:
世
：船
歟
(7
)
:
.期
間
を
揩
稱
す
る
。 

：

，そ
れ
は
、
一
俗
に
古
代
文
化
荞
<

は
叙
良
朝
文
化
時
代V

J
.

ぃ
は
れ
て
ゐ
.

る
所
の
も
の
で
あ
.る
。
古
_

1|
1

!
が
出
來
た
.の 

も
此
の
時
代
で
.
叔
る
。，̂

本
|

1
紀
が
書
か
.
れ
た
の
も
此
の
時
代
で
あ
る
。
懷
風
藻
も
、
m

m

集
も
さ
ぅ
で
あ
る
。
そ 

れ
か
ら
古
風
土
記
が
>
の
る
。：.
さ
ら
に
律
令
が
あ
る
.。
,-
:

歷
.史
は
、
凡
ゆ
る
日
本
の
歷
史
.
は
、
現
代
か
ら
溯
つ
て
、
遠
く 

玆
ま
で
來
て
止
る
。
そ
れ
以
前
《
傅
說
§

神
話
と
の
物
語
.
の
時
代
で
あ
る
。
空
想
ビ
樅
考
ビ
が
、
そ
の
：物
語
を
ど
.り 

卷

ぃ

て

い

ろ

な

姿

を

描

ぐ

時

代

奪

あ

る

。：
I E
:史
は
茲
.か
6

始
ク
て
ゐ
，る

.0——

そ
の
時
：代
で
あ
る
？

.

だ
.
が
离
葉
_

代
の
硏
.
究
は
ノ
羅
竟
大
化
改
新
の
.諧
勑

V
J

>

犬
*

令

.の

條

文
v

%

そ
し
て
後
は
.
奈

，
技

朝

文

化

.
の

硏

塊

敢
ニ
屮
ニ
猞
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